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ことで、 かつての に対す 感覚 思い起こし、 境界と う時空が持つ可能性と潜在的な力を再認識することができよう。
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占めてきた位置につ ては一定の注目がなされてきたことがわかる。特 柳田の作業は近世 厖大な考証随筆の類に見出すことのできるニワトリ 伝承態につい の指摘が行
われており、資料集成としても大きな意味を持っていると


































には船にメンドリを乗せて遭難場所へ向かう。船中のニワトリは溺死者が沈んで る ころに着くと、けたたましく鳴くと言われていた。またメンドリの鳴き声を聞かせ と遺体が海中から浮上してくるとも言われる。同じく下北半
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無之、朽居 処、大勢立込居申ニ付、真中より折込、集り居申者三十七八人不残川へ落申 …（後略） 」とあることに注目する。小松城の橋 上で、水死体の捜索が鶏を用いて行われる を橋の上から見物していた ころ、橋が落ちて、多くの溺死者をさらに出した事件の記事である 、 の記事を引い 、 らに後年（文化一四年・一八一七）『寝覚の蛍』などにも「鶏を水上に渡せば、 骸有処にて羽 たきし、啼と へ 俚諺」とあ ことから、 世紀















































































ようにも思われる。本来 ニワトリ とが何らかの特殊な関係にあったこと、ある はニワトリに神 の深い関係があったことをこの伝説は示すものらしい
 























多いが、 いずれも当て字で、 はっきりとした表記は不明であり、 その神格も明確では 実際の暮らしのな では、水を配分する（もたらし くれる）神、渡海安全 神、あるいはニワトリ 咳を鎮めてくれ などと伝えられて
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基づく名である。東北地方には うした黄金のニワト にまつわる伝説も多く伝えられて たことが知られてい例えば松浦静山の『甲子夜話』 （続巻一三）には大槻玄沢の話として、
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夜更に時をつくらせてまだ暗い中に出立させ 。長者が馬籠峠の山路にかゝ 字男垂と云ふ處まで来た時、三人の盗は後から出て来て竹槍で長者を突殺し、宝を奪つて去つた。其時の宝物の中 黄金 鷄が一つ、落ちて川に
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るものであった しい。まさ ニワトリは境界をめぐる伝承を集約する鳥なのであった。今日ではこう たニワトリの境界的な性格やそれに伴う象徴性は忘れられかけているが、こうした生活世界 おける伝承を改め 取り上げることで、かつて ニワトリに対する感覚を思 起こし、境界
という時空が持つ可能性と潜在的な力を再認識することが






いるのは、人間が作り上げよう する文化の かに自然を取り込むとい 家畜 家禽そのものの象徴 な志向が、常的な民俗事象のなかでも繰り返し表現さ 、受けつがれて くということを示しているとい よう。
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と人―民族生物学 視点から―』 （小 館、二〇〇〇年）を参照。
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